
冬期の異常高温について

直範囲は，対流圏内各等圧面について調べれば自から決

まってくるのでその点については特にふれなかったが，

100mb面と地上との間の関連性は地上付近の高低温に対

して明らかな感応を示して興味深い．

　さらに1964年の場合の広島，境における半旬日照平年

偏差（第6図左下）は負であるから地上付近の収束は推

論できるし，1962年は著しい正偏差（第7図左下）であ

るから下降気流を考えることができる．後者について

は，和田はかねてから晴天による地面からの放射効果の

積み重ねを主張しているが，あるいはその効果も十分考

えられるかも知れない．1963年の場合は日照は平年並

（第8図左下）で下降気流が特に卓越しているとは考え

難い．

　5．あとがき
　冬期間中の中国地方における異常高温は，圧倒的に

500mb高度偏差場で示される正偏差域の中に入って出現

するが，負偏差域内にあっても現われる3例について究

明をしたところ，鉛直構造的にみた異常高温出現の機構
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が全く異なっており，概観すると，圏界面を含む上下層

（その範囲は年により異なる）内の半旬平均気温平年偏

差が正か負かに対応して，下層の異常高温が下降気流を

主役とするか，暖気移流を主役とするかにわけられるよ

うである．さらに500mb偏差場での偏差風に伴う，ものも

含めて各層での水平暖気移流で説明できるように見える

例でも，鉛直構造的には下降気流を主役とするものと類

似していて両者の効果の割合を区別することは離かし

い．

　最後にこの研究について貴重な御助言を戴いた気象庁

長期予報管理官和田英夫博士に深謝します．
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